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※研究概要（Summary ）： 

THz から中赤外域に及ぶ広帯域時間領域分光エリ

プソメトリシステムで用いる高消光比の広帯域ワイ

ヤーグリッド偏光子の開発が重要である。高抵抗基板

上に金属を蒸着し 200nm 以下の Line&Space 構造を

作成することにより、1mm から 10um 波長帯をカバ

ーするワイヤーグリッド偏光子を開発する。 

 

※実験（Experimental）： 

高抵抗 Si 基板上に電子ビームリソグラフィ用レジ

スト膜を成膜し、電子ビーム描画装置を用いて200nm

幅の Line&Space 構造を描画し、専用現像液を用いて

現像を行った。電子顕微鏡を用いて構造を確認するこ

とにより、電子ビーム描画装置の最適条件を確認した。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

電子顕微鏡観察により、電子線描画装置を用いて

200nm 以下のレジストの Line&Space パターンが形

成できていることが確認できた。THz 波の偏光子とし

て用いるために、30mm 角程度の領域に同様の構造を

形成する必要があるため、今後は広い領域でレジスト

のパターニングできるかを確認した後、実際に金蒸着

を行って、ワイヤーグリッド作製を行う。THz 波の透過

率測定によって、作製したワイヤーグリッドの消光比測

定を行うことによって、金の膜厚や Line&Space 幅の最

適化、さらに Si 基板両面に構造を形成することによる

消光比の向上を目指す。 

 

※その他・特記事項（Others）： 

なし 

 

 


